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目的： 

交代制勤務はスナック菓子摂取等の不健康な食習慣や、肥満等の潜在的なリスクとなりうる。しかし、交代制勤務に

従事する妊婦を主な対象とした不健康な食習慣や妊娠中の体重増加に関する先行研究は非常に少ない。そこで本研

究では、妊娠初期の交代制勤務と妊娠中の体重増加および不健康な食習慣との関連について検討した。 

 

方法： 

初産かつ単胎生産の妊婦 82,924 名を解析対象とした。妊娠初期の質問票への回答で、月に１回以上交替制勤務が

あると回答した場合、交替制勤務ありと定義した。習慣的なファストフードやスナック菓子の摂取、夜食、朝食欠食に

ついて質問票により把握した。また、妊娠中の体重増加の平均値、妊娠中の体重増加が基準値より少なかった者、妊

娠中の体重増加が基準値より多かった者の割合を非就業群、日勤のみの群、交替制勤務群で比較した。カイ二乗検

定と多重比較により基準群と有意差が出た項目について、多変量ロジスティック回帰分析を行い、オッズ比を算出し

た。 

 

結果： 

妊娠中の体重増加については、平均値、体重増加が少なすぎる者の割合、多すぎる者の割合のいずれも、非就業群

とそれ以外の群では有意差が認められたが、日勤のみの群と交代制勤務群の間では有意差がなかった。週１回以上

の習慣的なスナック菓子摂取については、日勤のみの群に比較して交代制勤務群でオッズ比が高かった（調整オッズ

比：1.34）。一方、習慣的なファストフード摂取については、有意な差はなかった（調整オッズ比：1.40）。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

妊娠初期に交代制勤務を行っている人では、妊娠中のスナック菓子の摂取頻度が多く、妊娠中においても交代制勤

務と不健康な食習慣が関連している可能性が示唆された。一方で、妊娠中の体重増加と交代制勤務との明らかな関

連は見られなかった。本研究の限界点は以下の三点である。まず、妊娠初期以降の就業状況を含めた妊娠全期間を

通した就業状況が詳細に検討できなかった。二点目が、エコチル調査における交代制勤務従事者の割合が少なく、先

行研究で指摘されていた交代制勤務と不健康な食習慣における用量反応関係までは検討できなかったことである。

最後に、「スナック菓子」の種類別に詳細な検討ができなかったことがあげられる。 

 

結論： 

妊娠初期の交代制勤務は妊娠中の習慣的なスナック菓子摂取の増加に関連し、妊娠中においても一般労働者と同じ

く、交代制勤務と不健康な食習慣が関連している可能性が示唆された。妊娠中の不健康な食習慣や妊娠中の体重増

加に影響する交代制勤務以外の要因については、今後更なる研究が必要である。 


